
 

会    議    録 

会 議 の 名 称 平成３０年第２回弘前市国民健康保険運営協議会 

開 催 年 月 日 平成３０年４月１９日（木） 

開 始 ・ 終 了 時 刻 午後３時３０分 から 午後４時 まで 

開 催 場 所 市役所市民防災館３階 防災会議室 

議 長 等 の 氏 名 
弘前市国民健康保険運営協議会 会長  柳田 光祥 

出 席 者 

被保険者代表：委員 花松由美子 委員 蓮潟榮子 

委員 太田照子 委員 成田康一 

保険医又は保険薬剤師代表：委員 今村憲市  委員 東野博 

委員 竹澤俊之 委員 前田淳彦 

公益代表：委員 柳田光祥（会長） 委員 藤田立榮  

委員 太田俊逸     委員 阿保鉄幸 

被用者保険等保険者代表：委員 宮本希功男 委員 和田弘 

委員 高橋德誉壽 

欠 席 者 なし 

事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

健康福祉部長：赤石仁 

国保年金課長補佐：田中知巳 

国保年金課主幹兼国保保険料係長：伴英憲 

国保年金課主幹兼国保給付係長：三上真一 

国保年金課国保運営係長：三上礼興 

会 議 の 議 題 

・諮問事項について 

  国民健康保険料の基礎賦課分に係る賦課限度額の改定。 

・政令改正に伴う条例改正について 

  法定軽減拡充による条例改正。 

会 議 結 果 

・市長からの諮問事項である「国民健康保険料の基礎賦課分に

係る賦課限度額の改定」について、異議なく諮問どおり改定す

ることを認める答申とした。 

・政令改正に伴い法定軽減が拡充となり、条例も改正となるこ

とを説明。 

会 議 資 料 の 名 称 

・平成３０年第２回弘前市国民健康保健運営協議会次第 

・弘前市国民健康保健運営協議会委員名簿 

・平成３０年第２回弘前市国民健康保健運営協議会席図 

・諮問書写し 

・国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の公布について

（通知）の写し 



・基礎賦課限度額及び賦課限度額の改定内容 

・賦課限度額の改定に伴う影響世帯数等について 

・法定軽減基準の改正内容 

会 議 内 容 

 

（ 発 言 者 、 

発 言 内 容 、 

審 議 経 過 、 

結 論 等 ）  
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１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 健康福祉部長挨拶 

４ 協議事項 

５ 政令改正に伴う条例改正について 

６ 閉会 

 

 

 

４ 協議事項 

 

本日は、お忙しい中をお集まりいただきまして、誠にありが

とうございます。 

ただ今から、平成３０年第２回弘前市国民健康保険運営協議

会を開催いたします。 

本日、国保年金課長の成田ですが、体調不良のため休暇とな

っております。 

はじめに、柳田会長からご挨拶をいただきたいと思います。

柳田会長、よろしくお願いいたします。 

 

本日は、平成３０年第２回弘前市国民健康保険運営協議会を

開催するにあたりご案内申しあげましたところ、委員の皆様に

は大変お忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

さて、本日の会議は、市長からの諮問事項である国民健康保

険料の賦課限度額改定の審議や、事務局より政令の改正に伴う

条例改正の説明についてであります。 

委員の皆様から、多くのご意見やご質問を頂戴したいと思い

ますので、よろしくお願い申しあげまして、挨拶といたします。 

 

ありがとうございました。次に、健康福祉部長からご挨拶を

申しあげます。 

 

 健康福祉部長の赤石でございます。 

 今日、外堀の桜がほころび始め、弘前市は一年のうちで一番

良い季節だと思っている次第でございます。 
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平成３０年第２回弘前市国民健康保険運営協議会の開催にあ

たり、ご挨拶を申しあげます。 

本日、お忙しい中ご出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

また、日頃から、国民健康保険事業の運営はもとより、市政

各般にわたりご理解とご協力を賜りまして、深く感謝を申しあ

げる次第であります。 

さて、新年度を迎え、国民健康保険制度の都道府県単位化が

この４月から始まりました。 

当市の都道府県単位化につきましては、あらかじめ十分に留

意し準備してきたことから、特に混乱することなく移行するこ

とができました。今後も、国及び県の動向に注視し、円滑に国

民健康保険事業を行ってまいりたいと考えております。 

さて、当市の平成２９年度の国保財政の状況でありますが、

保険給付費は減少傾向、保険料収納率は増加傾向となっており、

収支バランスは良好な状況で推移しております。 

なお、保険料を収納できる５月３１日までは、国保年金課及

び関係課による努力を傾注し、単年度黒字化と早期の累積赤字

の解消を図ってまいります。 

本日ご審議いただきます内容といたしましては、市長の諮問

事項として、国民健康保険料の基礎賦課分に係る賦課限度額の

改定についてであります。 

詳細につきましては、後ほどご説明申しあげますが、委員の

皆様には、十分にご審議いただきますようお願いを申しあげ、

簡単ではございますが、挨拶といたします。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

これから会議に入りますが、弘前市国民健康保険運営協議会

規則第４条の規定により、会長が議長を務めることとなってお

りますので、柳田会長に議長をお願いいたします。  

 

それでは、暫時議長を務めさせていただきます。 

 本日の出席委員は、（１５名）であります。 

 本協議会規則第２条の規定による定足数に達しておりますの

で、直ちに会議を開きます。 

 次に、会議録署名委員の指名を行います。 

 宮本 希功男（みやもと きくお）委員、和田 弘（わだ ひ

ろし）委員を指名いたします。 
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 次に、諮問事項の協議に入ります。  

 本協議会に諮問されました事項は、 

 「国民健康保険料の基礎賦課分に係る賦課限度額を改定する

こと。」 

についてであります。 

 諮問事項について理事者の説明を求めます。 

 

諮問事項について、ご説明申しあげます。 

 今回、協議会に諮問いたしましたのは、お手元の諮問書のと

おり、国民健康保険料の基礎賦課額に係る賦課限度額の改定で

あります。 

 まず、保険料の賦課限度額についてご説明申しあげます。 

社会保険方式を採用する医療保険制度では、被保険者の保険

料負担に一定の上限を設けるものとしており、この保険料負担

の上限を賦課限度額としているものでございます。 

それでは改定案の内容についてご説明いたしますので、まず

「諮問事項資料１」をご覧ください。 

 今回の改定は、「諮問事項資料１」のとおり、国民健康保険法

施行令の一部改正に準じたものであり、四角で囲みました「第

２改正の内容」の１の下線部分のとおり、保険料の基礎賦課額

に係る賦課限度額を５４万円から５８万円に引き上げをしよう

とするものであります。 

 次に「諮問事項資料２」をご覧ください。 

「諮問事項資料２」は今回改定する部分を含めた賦課限度額

全体の内容を記載した資料であります。 

今回改正部分である賦課限度額は、基礎賦課額、国民健康保

険に加入している被保険者の方の医療に充てられる保険料分で

あり、後期高齢者支援金分及び介護納付金分につきましては、

今回は据置きされ、３つの区分の合計賦課限度額は、８９万円

から９３万円の引上げをしようとするものであります。 

次に「諮問事項資料３」をご覧ください。 

まずは、「１．賦課限度額世帯の推移見込み」をご覧ください。 

今回諮問しておりますとおり賦課限度額を引き上げた場合、

今年３月末時点の国保加入世帯状況で推計しますと、限度額を

超過する世帯数は、医療分が９２３世帯から１１９世帯減少し

８０４世帯と見込まれます。 

賦課限度額に達する世帯の割合は、改定前の３．３８％から

２．９４％に減少する見込みであります。 

次に「２．賦課限度額の改定に伴う影響額の見込み」をご覧
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ください。 

賦課限度額の改定をしなかった場合の調定額を試算し、賦課

限度額を改定した場合の調定額と比較した結果、今回の改定に

よって、約３，４００万円の増額効果が見込まれるものであり

ます。 

最後に「３．賦課限度額に達する世帯人数別の所得及び収入

額」をご覧ください。 

現在の世帯人数ごとの賦課限度額に達する所得について左側

に表で記載してあり、改定によって矢印の右側にある表のとお

りに変化いたします。 

１人世帯で説明いたしますと、現行の８９万円の賦課限度額

に達する収入及び所得は、年間約６８４万円の収入、所得約 

４９６万円となっておりますが、収入約７２７万円、約５３４

万円の所得の場合９３万円の賦課限度額に達することとなりま

す。 

以上で、諮問事項についての説明を終わります。 

 

以上で説明が終わりました。 

本件に対する質疑に入ります。ご質疑ございませんか。 

 

 （質疑応答） 

 

他にご質疑、ご意見がないようですので、質疑等を終了し、

採決いたします。 

 市長から諮問された 

 「国民健康保険料の基礎賦課分に係る賦課限度額を改定する

こと。」 

 については、諮問のとおり答申することにご異議ございませ

んか。 

 

 異議なし 

  

 本件につきましては、異議がないようですので、諮問のとお

り答申することに決定いたしました。 

 なお、市長に対しての答申書の文案につきましては、事務局

に一任することといたします。 

 以上もちまして、本日の会議に諮問されました協議事項は終

了いたしました。 

 どうもお疲れ様でした。 
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 慎重なるご審議、誠にありがとうございました。 

 

５ 政令改正に伴う条例改正について 

 

 

 次に、政令改正に伴う条例改正について、ご説明申しあげま

す。 

 

条例改正事項について、ご説明申しあげます。 

 今回、協議会に諮問いたしました賦課限度額の改定と同じく、

国民健康保険法施行令の一部改正によって、低所得者に対する

国民健康保険料の軽減について、軽減該当となる所得判定基準

の改正が行われております。 

この改正は、国の改正に併せて条例を改正しなければならな

いものであることから、条例改正事項として説明をさせていた

だきます。 

 条例改正の内容をご説明いたしますので、まず「条例改正資

料１」をご覧ください。 

 今回の改定は、「条例改正資料１」のとおり、国民健康保険法

施行令の一部改正により、四角で囲みました「第２改正の内容」

の２の下線部分のとおり、政令で定める軽減所得の判定基準に

併せて改正をしようとするものであります。 

 次に「条例改正資料２」をご覧ください。 

「条例改正資料２」は、今回改定となった法定軽減基準の内

容を説明したものであります。 

まず「１．法定軽減基準の改正内容と条例改正該当条文」を

ご覧ください。 

低所得者に対する軽減は、７割・５割・２割の３つ基準があ

りますが、今回は、５割軽減及び２割軽減の基準が改定されて

おります。 

５割軽減の基準について、これまで被保険者数に乗ずる金額

が２７万円だったのが２７万５千円に、５千円基準が改定され

ております。 

２割軽減の基準は、これまで被保険者数に乗ずる金額が４９

万円だったのが５０万円に１万円基準が改定されております。 

次に「２．法定軽減基準改正に伴う対象世帯、被保険者数の

推移見込み」をご覧ください。 

平成３０年３月３１日時点の状況で試算した結果、５割軽減

が６４世帯、１３１人増加、２割軽減が５３世帯、８９人増加
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するものとなっております。 

最後に「３．法定軽減基準改正に伴う影響額の見込み」をご

覧ください。 

今回の基準改正によって軽減世帯が増加となることから、そ

れによって保険料調定額は約４３８万円減少となる見込みとな

っております。 

以上で、条例改正事項についての説明を終わります。 

 

 以上で説明が終わりました。 

 本件につきまして、ご質疑等ございませんか。 

 

（質疑応答） 

 

 いわゆる賦課限度額が改定となり軽減の部分もそれに伴い見

直ししたという内容であります。 

 

 私流の平たい言い方をすれば、お金持ちからもらう分は 

３，４００万円多くなり、お金持ちでない人からもらう分は 

何百万円減ったという解釈でよろしいか。 

 

 間違っておりません。 

 

他にご質疑、ご意見がないようですので、政令改正に伴う条

例改正の説明を終わりたいと思います。 

 

 本日、諮問いたしました事項につきましては、本協議会の答

申を受け、条例改正の手続きを進めさせていただきます。 

 

 本日の協議会は、これをもちまして閉会いたします。 

 

その他必要事項 ・会議は非公開。 

 


